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産業技術総合研究所（以下，産総研）では 2006 年か
ら南海トラフ地震予測の研究のために，紀伊半島から四
国地域にかけて地下水・ひずみ・地震等の総合観測点
の整備を開始した．この観測点は原則として深さ 30m，
200m，600m の 3 つの孔井から構成され，水位計のほか，
地震計，水温計，ボアホール型ひずみ計などを設置して
いる．この 10 年間で 4 観測点を新たに整備し，計 16 観
測点となった 1）．

2011 年より，産総研は防災科学技術研究所（防災科研）
との共同研究契約に基づき，産総研の地下水・ボアホー
ルひずみデータと防災科研 Hi-net の傾斜データの相互
交換を開始した．さらに，気象庁地震火山部との共同研
究契約により，2013 年より双方のひずみデータ等のリア
ルタイムで交換を開始し，3 つの機関のデータを用いた
南海トラフの短期的ゆっくりすべり（SSE）の高精度モ
ニタリングを開始した .2013 年 11 月以降の 5 年間で 162
個の SSE イベントの断層モデルを決定した 2）．

同総合観測点のボアホールひずみデータや地下水位・
地下水圧データを用いて，短期的 SSE が遠地巨大地震
によって励起される現象 3），密閉された井戸の地下水圧
による短期的 SSE の検とこれを用いた同 SSE のモニタ
リング高度化 4）などの研究を実施した．

深部低周波微動の研究に関しては，同総合観測点の 3
つの異なる深度の地震データを用いて，深部低周波微動
を高感度で検出する手法を開発した 5）．また，防災科研
Hi-net および同総合観測点等の地震データを用いて深部
低周波微動の震源メカニズム決定手法を開発した 6）．

（松本　則夫）
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（４）　産業技術総合研究所による観測




